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図０－２に示すように、1978 年から 1982 年まで、中国の全体の GDPに対して第 1次産業
の占める割合は 28.2％から 33.4％にまで増加した。その後、少しずつ減少してきている。



























































1985 年ではわずか自家用 26.5 万台であったのに対して、営業用 223.2 万台であり、2012
 
4王文生、胡小松「十二五期间我国果蔬贮运保鲜面临的机遇与挑战」2011 年  
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産物の 3/4 は道路貨物輸送となっている 5。また、非効率的な農産品流通・物流システムは
農業部門の発展を大きく阻害していると指摘されている。中国の農産物流通は、常温流通
が主な形式で、中間流通の過程中での農産物の損失が大きい。中国の果物、野菜などの農










































































































































































































































15 Rollo Performance 


















































































































































「 Traceability in the US food 
supply:dead or super highway」2003
年 
「An approximate periodic model for 
fixes-journal of production 
economics」2006 年 
「 A vehicle routing algorithm for 
the distribution of fresh vegetables 
























「Traceability in the food animal 
industry and supermarket chains」
2001年 
「 Performance Analysis Of RFID 

























































































































階が 6 つの段階に分けている。俞菊生（2003）13は 1978 年改革開放以来、野菜流通の発展
段階が 3 つの段階に分けている。趙一夫（2008）14は 1949 年新中国設立してから、野菜流
通の発展段階を 4 つの段階に分けている。楊青松（2011）15は 1949 年以来、野菜流通の類




楊順江（2002） 俞菊生（2003） 趙一夫（2008） 楊青松（2011） 本研究 
1949-1955 1978-1984 1949-1955 1949-1955 1949-1955 
1956-1961 1985-1991 1956-1977 1956-1977 1956-1977 
1962-1965 1992- 1978-1984 1978-1984 1978-1984 
1966-1977  1985- 1985-1991 1985-1997 
1978-1984   1992- 1998- 
1985-     
 
１．１．１ 統一計画期の農産物流通（1949-1955） 





























































その発展段階は農業生産互助組－初級農業生産合作社一高級農業生産合作社－人民公社の 4 段階である。 
20 
 
価格を変更することができない。この体制は 1978年まで続いている 24。 






































































年次 総額 産業部門買付 工業とその他部門買付 非農業住民買付 
1985 100 63.8 19.4 16.8 
1986 100 63.2 18.8 18.0 
1987 100 61.0 20.6 18.5 
1988 100 59.8 21.1 19.0 
1989 100 60.7 19.4 19.9 
1990 100 60.9 19.0 20.2 
1991 100 58.9 19.5 21.6 
1992 100 55.2 20.4 24.4 









の結果、1990 年までに全国農産物の政府公定価格による農産物の統一買付率は 1978 年の

























 1978年 1980年 1985年 1990年 1995年 
政府公定価格 92.6％ 82.3％ 37.0％ 25.0％ 17.0％ 
政府指導価格 1.8％ 9.5％ 23.0％ 23.4％ 4.4％ 










億元以上の市場は、全国 3,876ヶ所で、交易総額は 3.71 兆元にのぼる。そのうち、農産品






























たり約 140元の負担軽減となり、これは 2006 年の農民 1人当たり純収入の 4％に相当する
35。「多く与える」とは、農業への財政支援を増やすことである。主として、以下の 2つの
方策を採用した。第 1は、農業に関する財政支援資金を増やすことである。2003 年、「三

































































（農業部 HP、2007年 11 月 12日）による。2008 年のデータは「2009 年中国農業発展報告書」（中国農業
出版社、2009 年 10 月）による。 


























































40中国新聞ネット 2013-5-9 http://www.chinanews.com/gn/2013/05-09/4802269.shtml 











国近代物流の発展加速に関する若干の意見」から、2004 年 3 月国家発展改革委員会が作成








年度 発表や実施部門 政策文書 内容 









































2012 年 12 月 国務院 流通費用削減に関す






















































野菜の消費量は図１－９に示すように、2000 年から、野菜の 1人あたり 1年間の消費量が
徐々に増えるが、2008年はピークになった。2008 年の 1人当たり 222.87kgから 2012 年に



















 野菜と果物の消費額は図１－１０に示すように、野菜の消費額は 2008 年の 1人当たり 409.31

















2010 年、中国一人当たり野菜の生産量（野菜総生産量/人口数）は 370 ㎏であり、農業部およ
び統計局は、今後、野菜の需給に大きなギャップが生じると予測している。2020 年まで、中国
は約 1 億人の人口増加見込みに対して、1 人当たり野菜の消費量は現在より 30 ㎏を増加すると
見込まれる。特に人口の大幅な増加や消費者の生活習慣の変化等により、需要が増大する加工野
菜は 1,000 万トンを増加する見込まれると、野菜の消費量（生鮮野菜+加工野菜すべての種類の
合計）は 58,950 万トンとみられている 44。2010 年に比べると、8,950 万トンの増加が見込まれ
るが、野菜の栽培面積がすでに飽和状態に達していることから、供給量は 70 万トン程度しか増
加しないとされている。 
一方、果物の消費額は 2000年の 1 人当たりの 127.51元から 10 年を経て、2012 年には 506.30











































































































































46淘宝網は、2003 年 5 月 10 日馬雲の B2B のプラットフォーム Alibaba が 4.5 億元を投資し設立されたショ

































実施期間は、2013 年 7月であり、回収締め切り日は 9月 10日とした。アンケート発送数は




表２－１ 回収状況（2013年 10月 25日現在） 
 回答企業数 発送数 回収率 
農産物生産会社  12 100 12.0％ 
農産物卸売会社 17 111 15.3％ 
農産物小売会社 18 120 15.0％ 







湖北（2） 四川（1） 海南（1） 福建（4） 浙江（1） 江西（1） 山東（2） 
会社属
性 








































































































































































2年以下 2年~5年 5年~10年 10年以上
43 
 














表した。2011 年において、農民専門合作社を助成するための中央財政資金は 10 億元を超え、1
級行政区の財政資金は 32.4 億元に達した 47。中国国家工商総局の統計データによると、表２－
３に示すように、2013 年 12月末、中国国家工商総局に登録した農民専門合作社の数では全国 101




年度 合作社数 登録資本 
2008 年 11.1 0.1 
2009 年 24.6 0.3 



















5社以内 5社～10社 10社～30社 30社以上
44 
 
2011 年 52.2 0.7 
2012 年 68.9 1.1 
2013 年 101.9 2.0 
出所：中国国家工商総局サイト全国市場主体発展状況報告各年版 
 
2008 年 11 月、中国共産党第 17 期第 3 回会議は「農村の組織の設置方式を新しく、農民
専門合作社、専門協会及び産業チェーンにおいて党組織が設立する方法を広める」という






























中で、ハミウリは毎年 2回収穫し、12.0元/ｍ2（約 191.0 円）のコストを除いて、15.0 元/
ｍ2（約 238.7 円）の純利益が出ている。2010 年、青梗菜は 33,333.33 万ｍ2で、約 100 万
トンを超える生産をしている。この農民専門合作社は自家用の倉庫を持ち、販売先は中国
全国あるいは輸出もしている。 















場所：福建省三明市三元区沙洲路 34幢 8号 
この農民専門合作社は 2009年から、長期的にオレンジを栽培し、複数の大手農家と合意
して、「農民専門合作社+基地＋社員」の形で組織している。2013 年 9 月の登録社員数は
137 人であり、現在栽培面積は約 3,000 万ｍ2を超えた、主な取扱商品はオレンジである。
その中で、2012 年、ミカンの生産量は約 1.5 万トン、ネーブルの生産量は約 3,000 トンに
達している。1日あたり取引先への輸送量は 100～120トンであり、8月から 12月まで続く









         
図２－９ 福建大鵬柑桔農民専門合作社の栽培基地 
出所：福建大鵬柑桔農民専門合作社のホームページ 









































































    









    



































































    




市場の 1 種類であり、1950 年代から、一定の場所で農民と手工業者の間で不足しているも
のと余ったものを調整する形で周辺の住民のために開設された露天型の小売販売市場であ
る。計画経済の対称として自由市場ともいう。小売市場は、スーパーなどに販売する市場
である。表２－４に示すように、2012 年農産物の市場総数は合計 1,044 件であり、営業面
積は 4,271.7万ｍ２になり、取引金額は 835.0億元に至っている。その中で、野菜市場数は
312 件、営業面積は総農産物営業面積の 36.5％、果物市場数は 147 個、営業面積は総農産
物営業面積の 13.6％である。 
 
表２－４ 取引金額 1億元以上の商品取引市場の基本状況 
 市場数 営業面積（万㎡） 小売市場取引金額（億元） 
農産物市場 1,044 4,271.7 835.0 
野菜市場 312 1,558.9 79.6 
















（福州市倉山区にある八百屋にて）撮影日：2013年 7月 18日 
 












    
図２－２０ 倉庫の保有状況（小売業 18社） 
 
さらに、農産物輸送用の普通トラックと温度管理できるトラックの保有状況については、








    


























































































































562012 年に湖南省 9 都市の消費者に対して実施されたアンケート調査(680 件)による 


































































59木村進「食品保蔵・流通技術ハンドブック」（建帛社）2006 年 244 頁 





































61木村進「食品保蔵・流通技術ハンドブック」（建帛社）2006 年 245 頁 




















ータによると、2012 年のコールドチェーンの需要量は 8,065.5 万トンであるのに対して、
冷蔵倉庫は 2011 年末時点で 7,111 万ｍ3であり、冷蔵倉庫が不足している。野菜、果物向け




中国は 0.01ｍ3/人であり、第１位のオーストラリアに比べると 29分の 1であり、日本に比
 
63http://www.chinawuliu.com.cn/zixun/201107/26/166344.shtml 
642013 年 6 月 28 日中国コールドチェーンと食品安全フォーラム 崔忠付による 














年度 所管容積（単位：千ｍ3） 設備能力（単位：千トン） 保管残高（単位：千トン） 
2000 28,472 11,389 2,897 
2001 28,592 11,437 2,809 
2002 28,669 11,468 2,800 
2003 28,346 11,338 2,808 
2004 27,625 11,050 2,869 
2005 27,942 11,177 2,762 
2006 27,690 11,076 2,711 
2007 27,660 11,064 2,705 
2008 28,608 11,443 3,063 
2009 29,238 11,695 3,105 




















表３－４  冷凍・冷蔵倉庫級別と保管温度 
冷蔵室
の級別 
区分 保管温度（℃） 保管品例 
C3級 冷蔵 ＋10℃～－2℃ 鮮魚，生肉，青果物，卵，牛乳 
C2 級 －2℃～－10℃ バター，チーズ，燻製品 
C1 級 －10℃～－20℃ 凍結魚，凍結肉 
F1 級 冷凍 －20℃～－30℃ 冷凍食品，冷凍畜産物，アイスクリーム 
F2 級 －30℃～－40℃ 凍結魚，凍結肉 
F3 級 －40℃～－50℃ カツオ 

















それぞれ別々に単価が設定されており、その幅はトンあるいは m3 当たり 2.5 元～4.5 元で
ある。調査によれば、上海地域では、①低温（0～10℃）保管費が 4.5 元／t または m3、②




業務内容 一室貸切の場合 混載の場合 
設定温度 －18℃～－20℃ 
営業時間 8：00～16：00 
入庫（元／トンまたは m3） 6～15 元／t 6～15 元／t 
出庫（元／トンまたは m3） 6～15 元／t 6～15 元／t 
保管 4元／m3・日 2.4～3 元／m3・日 
バンニング（トラックまたは
コンテナに積み込む業務） 









































































は、需要の 20％しか満たしていない。鉄道冷蔵車両も貨物輸送車の 33 万 8000 台のうちわ
ずか 2％の 6970 台しかない 72。現状の冷蔵輸送量は「鮮度が重要となる」農産物の輸送量























































らない 76。北京市のブドウの小売価格は 10 元/キロ程度であり、冷蔵車による長距離輸送











① 輸送の温度と温度の変動  冷凍食品の運送期間を-15℃とする温度の上限設定 
② 運送の予冷温度の設定   車両は積載前に 10℃以下に予冷する技術指導 
③ 積降の温度管理      積降時の食品の温度が-12℃を上回らないもの 







































































2008 年から中国はコールドチェーンの国家標準の設定作業に入り、同年 7月 1日に「冷凍
食品物流の包装、表示、運送および倉庫での保管（「冷凍食品物流包装、標志、運輸与倉
庫保管」）および「冷蔵食品物流の包装、表示、運送および倉庫での保管」（「冷蔵食品


























年度 分類 発表、実施部門 中央政府による対応 
1999年 支援策 農業部、財政部 実施農業業界標準制改定専門プロジェクト 
2002年 7月 支援策 農業部 「農産物加工工業発展計画」81（农产品加工业
发展行动计划） 

















2006年 10月 支援策 商務部 「農村市場体系建設「十一五」計画規模化の
発展」85（农村市场体系建设“十一五”规划规模
化方向发展） 





















































































2011年 8月 支援策 国務院 物流国八条、国九条 88 











2012年 支援策 国務院 「農業産業化トップ企業の発展支持について
の意見」90（关于支持农业产业化龙头企业发
展的意见） 




















































































































































































































設立 1999年 3月 23日 
本社 柏物産食品有限会社 
〒350-026 中国福建省福州市倉山区盤嶼路 861号 
資本金 4.2億円(2012年 12月末現在) 
工場規模 二箇所。福州である工場敷地面積 31,750㎡、建築面積 33,120㎡、作業
場には選別ライン、再乾スライス加工ライン、包装ライン、高圧減菌ラ
イン、無菌室、品質管理室を設置している。作業場以外冷蔵冷凍庫 9,504
ｍ3、食堂 813㎡、寮 2,439㎡、地下消防貯水池 378㎡、総投資額 6,000




干し椎茸は 500トン、裏白きくらげは 150トン、黒きくらげは 100 トン、

















































日現在、全国 219 店舗を持っている。2012年の販売実績は 724.7億元（約 11683億円）で
あり、2012 年中国チェーンストア業界では売上高 5位の成長企業である 97。福州市におい
ては 2011年に金山第 1号店が成功し、洪湾店が第 2号店として開店した。ウォルマートや
家楽福よりも比較的安価なイメージが強く、市内西南部の居住者に利用されている。 図３
－１０に示すように野菜にスプレーをかけ、品温を下げている。  
         
図３－１０ 温度管理している野菜（大潤発にて）撮影日：2013年 7月 19日 
 
 
97「2012 年度業界発展状況調査」中国チェーンストア経営協会  
81 
 
         
図３－１１ 肉類温度管理チェック表（大潤発にて）撮影日：2013年 7月 19日 
 
（２）永輝超市 金祥店 
 永輝超市は福建省発の生鮮品を得意とするスーパーである。2013年 4月 20日までに、全







         
図３－１２ パック野菜（永輝超市にて）撮影日：2013年 7月 21日 
 
98「2012 年度業界発展状況調査」中国チェーンストア経営協会  
82 
 
         
図３－１３ パック果物（永輝超市にて）撮影日：2013年 7月 21日 
       
（３）ウォルマート(Wal－mart) 山姆会員店（SAM'S CLUB） 
ウォルマートはアメリカ企業が 1962 年に設立したスーパーである。2013 年 4 月 20 日ま
でに、全世界に 10,700店舗を展開し、従業員人数は 200万人を超えている。2012年の中国
での販売実績は 580 億元（約 9,479 億円）であり、2012 年中国チェーンストア業界では売




        
図３－１４ 輸入果物（ウォルマートにて）撮影日：2013年 7月 22日 
      
 
99「 2012 年度業界発展状況調査」中国チェーンストア経営協会  
83 
 
        




ス企業である。2012 年 12 月 31 日までに、全国 218店舗を展開し、2012年中国での販売実
績は 452.7億元（約 7,398 億円）であり、2012 年の中国チェーンストア業界では売上高 10
位の成長企業である 100。冷たい霧スプレーをかけ、生鮮野菜に温度管理をしている。 
 
        
図３－１６ パック果物（カルフールにて）撮影日：2013年 7月 23日 
 
 
100「 2012 年度業界発展状況調査」中国チェーンストア経営協会 
84 
 
        




ある。2012 年 12月 31日までに、中国全国 111店舗を展開し、2012年中国での販売実績は
約 200億元（約 3,177 億円）であり、2012年の中国チェーンストア業界では売上高 24位
の成長企業である 101。こちらの店頭にも、冷たい霧スプレーをかけ、生鮮野菜をきちんと
温度管理をしている。パック野菜については温度管理を厳格化している。  
         
図３－１８ 温度管理をしている野菜（TESCOにて）撮影日：2013年 8月 19日 
 
 
101「2012 年度業界発展状況調査」 中国チェーンストア経営協会  
85 
 
         
図３－１９ パック野菜（TESCOにて）撮影日：2013年 8月 19日    















102淘宝網は、2003 年 5 月 10 日馬雲の B2B のプラットフォーム Alibaba が 4.5 億元を投資し設立したショ

































































湖北松滋 第 1位の品目名 辣椒   √ 
浙江杭州 第 1位の品目名 叶菜類（夏季）   √ 
福建福州 第 1位の品目名 しいたけ   √ 
第 2位の品目名 木耳   √ 
福建建瓯 第 1位の品目名 しいたけ   √ 





浙江杭州 第 1位の品目名 ぶとう  √  
第 2位の品目名 りんご  √  
山西临汾 第 1位の品目名 とうもろこし                                                                                                                                                                                                                                                                               √ 
第 2位の品目名 りんご   √ 
四川成都 第 1位の品目名 もも   √ 
四川成都 第 1位の品目名 とうもろこし   √ 




湖北荆州 第 1位の品目名 トマト   √ 
第 2位の品目名 きゅうり   √ 
第 3位の品目名 なす   √ 
辽宁大连 第 1位の品目名 青豆   √ 
第 2位の品目名 甜玉米粒   √ 
湖北武汉 第 1位の品目名 野菜   √ 
湖北武汉 第 1位の品目名 野菜   √ 
云南昆明 第 1位の品目名 野菜   √ 
重慶 第 1位の品目名 野菜   √ 









設立 1961年 6月 




店舗数 141 店舗 (2012 年 2月末現在) 
事業内容 食料品、家庭用品、衣料品等の小売販売を行うスーパーマーケット事業 
営業収益 2,215億 48 百万円(2012年 2月期) 






図３－２３ 温度管理している果物（カスミ南柏店にて）撮影日：2013年 7月 25日 
 
          
図３－２４ 青果類の温度管理票（カスミ南柏店にて）撮影日：2013年 7月 25日 
 
（２）ダイエーの農産物温度管理 
設立 1957年 4月 10日 
資本金 565億円(2013年 2月末現在) 
90 
 
事業所 本 店 神戸市中央区港島中町 4丁目 1番 1 
店舗数 205 店舗 (2013 年 2月末現在) 
事業内容 食料品、家庭用品、衣料品等の小売販売を行うスーパーマーケット事業 
営業収益 ＜連結＞8,312億 93百万円（2013年 2月期） 
＜単体＞6,681億 20百万円（2013年 2月期） 
設立 1957年 4月 10日 
          
図３－２５ 常温野菜（ダイエーにて）撮影日：2013年 5月 6日 
          




          











































温輸送車両は 7 万台を超えているが、これは貨物輸送のわずか 0.3％を占めるにすぎない。
鉄道による低温輸送もあるが、鉄道冷蔵輸送車輌の輸送能力は、需要の 20％しか満たして
いない。鉄道冷蔵車両も貨物輸送車の 33万 8,000台のうちわずか 2％の 6,970台しかない。
現状の冷蔵輸送量は「鮮度が重要となる」貨物輸送量の 25％しかカバーできておらず、か
つ輸送スペースの新規確保は難しい状況にある。図３－２９に示すように、アンケート調

























103魏格坤「对我国冷链物流急剧升温的冷静思考」2011 年 70～71 頁 


























































に、全国で建設された冷蔵倉庫の中で、東部は全体の 57.7％に達している 107。中部は 24.9％、








105 「中国物流年鑑」 2011 版 210 頁 
106 http://www.zhilengwang.cn/news/show/5044/ 



















































































































































































































































































































































































































年度 分類 発表、実施部門 法規・ルールの名称 
2003年 3月 法規 農業部 「農産物の認可・認証仕事についての実施
意見」（关于建立农产品认证认可工作体系
实施意见） 













2006年 4月 法律 国務院 「中華人民共和国農産物の品質安全法」
（中华人民共和国农产品质量安全法） 
2006年 9月 法規 農業部 「農産物の包装マークの管理方法」（农产
 




2007年 1月 法規 商務部 「流通段階食品安全管理方法」（流通领域
食品安全管理办法） 
2007年 5月 法規 農業部 「全面的な「農産物マークの計画」の実施
意見」（全面推进“农产品标识计划”的实
施意见） 
2007年 7月 法規 国務院 「食品などの商品の安全監督管理を増強
について特別規定」（国务院关于加强食品
等产品安全监督管理的特别规定） 
2008年 5月 法規 農業部 「農業開墾の農産物の品質に関するトレ
ーサビリティ・システム管理方法」（农垦
农产品质量追溯系统建设项目管理办法） 
2008年 9月 法規 国家品質検査総局 「欠陥の商品のリコールの管理条例」（缺
陷产品召回管理条例） 
2009年 6月 法律 国務院 「中華人民共和国食品安全法」（中华人民
共和国食品安全法） 
2009年 7月 法規 国務院 「中華人民共和国食品安全法実施条例」
（中华人民共和国食品安全法实施条例） 














2012年 8月 法規 農業部 「農産物品質安全監測管理方法」（农产品
质量安全监测管理办法） 






































































126 「広東省食品安全条例」第 18 条 
111 
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 ４．２．３ モデル事業の実施 


































































































































にある 2 つの佳楽家スーパーに端末機器を設置した。このスーパーでの 100 名の消費者ア
ンケート調査結果によると、7割以上の消費者はトレーサビリティ・コードを貼っている野
菜に、非常に興味を持ち、コードを貼っている野菜を購入したいとしている。 
















設立 1999年 3月 23日 
本社 柏物産食品有限会社 
〒350-026 中国福建省福州市倉山区盤嶼路 861号 
資本金 4.2億円(2012年 12月末現在) 
工場規模 2箇所。福州の工場は敷地面積 31,750ｍ2、建築面積 33,120ｍ2、作業場
には選別ライン、再乾スライス加工ライン、包装ライン、高圧減菌ライ
ン、無菌室、品質管理室を設置。作業場以外冷蔵冷凍庫 9,504ｍ3、食
堂 813ｍ3、寮 2,439ｍ3、地下消防貯水池 378ｍ3、総投資額 6,000万人




干し椎茸は 500トン、裏白きくらげは 150トン、黒きくらげは 100トン、













   






















         































撮影日：2013年 8月 19日 
 




図４－２０ 購入した野菜をスキャン（永輝超市にて）撮影日：2013年 8月 19日 
 
図４－２１ 検索画面（永輝超市にて）撮影日：2013年 8月 19日 
 
 






































事例 1 2 3 4 













































































図４－２４ 店頭看板（コープ新松戸店にて）撮影日：2013年 6月 10日 
 
 









































































湖北松滋 第 1位の品目名 スイカ     √ 
浙江杭州 第 1位の品目名 トマト     √ 
第 2位の品目名 白菜     √ 
第 3位の品目名 きゅうり    √ 
浙江杭州 第 1位の品目名 白菜   √  
第 2位の品目名 とうもろこし   √  







第 1位の品目名 りんご   √  
第 2位の品目名 とうもろこし    √ 
四川成都 第 1位の品目名 豆    √ 
山西临汾 第 1位の品目名 きゅうり    √ 
第 2位の品目名 クロキクラゲ    √ 
四川成都 第 1位の品目名 白菜    √ 
第 2位の品目名 とうもろこし    √ 
 




第 3位の品目名 かぼちゃ    √ 
浙江杭州 第 1位の品目名 トマト    √ 
第 2位の品目名 白菜    √ 
第 3位の品目名 きゅうり    √ 
福建福州 第 1位の品目名 りんご   √  
四川成都 第 1位の品目名 りんご    √ 
福建福州 第 1位の品目名 トマト    √ 
第 2位の品目名 とうもろこし    √ 




湖北荆州 第 1位の品目名 トマト    √ 
第 2位の品目名 きゅうり    √ 
第 3位の品目名 なす    √ 
辽宁大连 第 1位の品目名 とうもろこし    √ 





































































































































































































141木村進「食品保蔵・流通技術ハンドブック」（建帛社）2006 年 142 頁 
142財部忠夫「第 5 章 食品の安心と安全のためのトレーサビリティ情報システムのあり方―安心と安全のた
めの総合情報システム―」2011 年 87-103 頁 
143財部忠夫「第 5 章 食品の安心と安全のためのトレーサビリティ情報システムのあり方―安心と安全のた
めの総合情報システム―」2011 年 87-103 頁 
136 
 
























   
５．１ 農超対接について 
５．１．１ 農超対接の背景 
中国では、2008 年の中央「１号文書」146と第 17期三中全会 147によって、都市と農村が一
 
144姜增伟 「农超对接：反哺农业的一种好形式」 2009 年  
145胡定寰「“农超对接”怎样做」 2010 年 
1462008 年の中央「一号文書」は、重点的に農村の体制上の障害を解決し、農村の生産力の大きな発展を促
し、都市部が農村をサポートし、工業が農業を支援することである。 




























国連鎖経営協会の調査によると、2010 年までに、スーパーの売り上げ規模は約 7 兆 1,051

































































約 40％となっている 154。南平市中心部においても合計 6件の大中型規模のスーパーは農超



































促進し、農家は 2,000 件以上増加した。  
 
５．１．３ 政府による農超対接 











年 11 月に湖南省、2009 年 12 月に陕西省、2010 年 3月に甘肃省でも実施している。 









することを明確に指摘した。その後、2011 年 3 月四川省、2011 年 4 月に広東省、2011 年 5 月に
辽宁省、2012 年 8 月に重庆市においても「農超対接についての実施方案」を実施した。さらに、








































について 150 万元の補助。 





























































































































同じ方法である。2007 年、ウォルマートは上海の農超対接基地の設立を機に、2011 年 4 月 30
日までに、中国全国の 19 省 66 箇所の農超対接基地（面積は 5 億ｍ2を超え、取引している農民
が約 76 万人である ）を設立した。ウォルマートは主に農産物流通の仲介企業と連携し、企業の
経験と技術を利用し、消費者の需要に応えようとしている。 


























































1 蘇寧雲商集団有限会社 *12,400,000 12.7％ 1,705 -1.1％ 
2 百連集団有限会社 12,205,221 3.3％ 5,147 -8.2％  
146 
 
3 国美集団有限会社 11,747,974 -6.1％ 1,685 -3.0％ 
4 華潤万家有限会社 9,410,000 13.8％ 4,423 11.2％ 
5 康成投資（中国）有限会社
（大潤発） 
3,315,200 0.2％ 2,098 4.8％ 
6 ウォルマート（中国）有限
会社 
5,800,000 3.6％ 395 6.8％ 
7 重慶商社（集団）有限会社 5,449,472 14.0％ 327 0.6％ 
8 百勝飲食集団中国事業部 5,220,000 30.5％ 5,200 16.9％ 
9 山東省商業集団有限会社 4,938,066 21.4％ 526 26.7％ 
10 家楽福（中国）コンサルテ
ィング有限会社 
4,527,386 0.2％ 218 7.4％ 
……      
13 永輝超市有限会社 2,793,000 37.0％ 249 22.1％ 
……      
24 TESCO（中国） *2,000,000 11.1％ 111 8.8％ 





表５－３ 2012年中国 FMGCチェーン小売業ランキング 








1 華潤万家有限会社 9,410,000 13.8％ 4,423 11.2％ 
2 康成投資（中国）有限会社
（大潤発） 
7,247,000 17.7％ 219 18.4％  
3 聯華超市有限会社 6,573,015 -3.4％ 4,762 -8.8％ 
4 ウォルマート（中国）有限
会社 
5,800,000 3.6％ 395 6.8％ 
5 家楽福（中国）コンサルテ
ィング有限会社 
4,527,386 0.2％ 218 7.4％ 
6 農工商超市（集団）有限会
社 
3,030,275 0.2％ 2,734 -19.0％ 
7 永輝超市有限会社 2,793,000 37.0％ 249 22.1％ 
8 TESCO（中国） *2,000,000 11.1％ 111 8.8％ 
147 
 
9 山東家家悦集団有限会社 1,818,795 12.0％ 595 3.8％ 
10 新一佳超市有限会社 *1,800,000 2.7％ 116 0.0％ 




















































































































































































































































































































































































































の 面 積 は

















































































































































































































































































































































































































を超え、総投資 20 億元（約 322億円）、現在中国最大の農産物物流園区である。2010年以
降、年間の野菜、果物の農産物の取扱量は約 100億 kgである。2009 年時点ですでに野菜果
物取引エリア、野菜電子商取引取引エリア、農業用物資取引エリア、農産物加工エリア、
物流配送エリアおよびサービスエリア 6 大機能エリアが完成している。全体が完成すると
アジア最大の総合農産物物流園区となる。2010年の取引総額は約 100億元（約 1,611 億円）
である。2011 年末までに、山東・寿光農産物物流園区ですでに入園を批准された農産物企
業は計 2,000 件を超え、野菜の日取引量は 2,000万 kgを上回り、取引金額は約 4,000万元




















の冷蔵倉庫は野菜予冷倉庫として 8 箇所あり、１箇所あたり 500ｍ2と 300ｍ2、常温倉庫は












































山西・太行山農産物物流園区の総面積は 1,800,000ｍ2を超え、総投資 12億元（約 193億
円）、野菜、果物、卵、糧食、肉、花などの農産物を扱い、農産物取引のほか、在庫保鮮、
加工配送、電子商取引、情報開示、総合サービスなどの機能のエリアがある。園区の建設
は 2010 年～2013 年と 2014 年～2015 年の 2 期に分けられる。現在、園区では「3 横 5 縦」
と言う公共インフラ整備のなかで、給水、消防、電力供給などの工事が進んでいる。2011
年 9月時点で、累計投資は 4.2億元（約 67.6 億円）であり、その中の公共インフラに対し
ての投資は 2.4 億元（約 38.6 億円）、機能区に対しての投資は 1.8 億元（約 29.0 億円）





























山西・太行山農産物物流園区では、2013 年 7 月までの入居企業の農産物取引量は 13.58
万トンを超え、取引金額は 9.96 億元に達し、その中で野菜取引量は 8.75 万トンになり、
取引金額は 4.92 億元である。現在野菜取引と野菜検数エリアでは 400社以上の企業が入居
し、1日当たり平均取引量は 500 トン以上である 165。 

















2014 年 5月阿里巴巴集団 167は農産物市場 E物流の契約を結ぶことになった。これによっ
て、山西・太行山農産物物流園区ではインターネットで農産物の販売が可能となる。 
 






























（www.alibaba.com www.china.alibaba.com www.alibaba.co.jp)を運営し、240 余りの国と地域におい





















流業務を提供している 30.4％の 3PL物流企業では、不明としている。 
 
図６－１３ 農産物物流園区の入居可能性 































































































































































































































































































































































































池上彰英「中国の食糧流通システム」（御茶ノ水書房）2012 年  
大島一二「中国における農民専業合作社の現状と課題―中国各地での調査事例をもとに」
2010年 





































「中国における生鮮食品マーケット調査」日本貿易振興機構 平成 23年度 
「中国会社四季報」東洋経済 2013 年版 
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  ○アンケートのお答えはボールペンなどで、調査票に直接ご記入ください。 
  ○ご記入いただいたアンケート調査票は、お手数ですがお問い合わせ先のメールアドレスに送信いただ
くか、ＦＡＸで 2013年 8月 10日までに返信をお願いいたします。 






 会社所属地：（      都・道・府・県）   
 会社所属：（ 生産会社 ・ 卸会社 ・ 小売会社 ） 
 会社属性 （ 民営 ・ 国営 ・ 株式 ） 





あてはまるもの全てに○を付けてください。  （     ）欄がある場合は、その選択された理由の記
入をお願いします。 
 
問１  貴社が取引している会社は何社ぐらいありますか。       
１ 5 社以内               
２ 5 社～10 社                        
３ 10 社～30 社                       
４ 30 社以上                       
問２  生販直接取引についてお聞きします。        
２－１ 貴社では、生販直接取引のことをどの程度ご存知でしょうか。（ご記入者の私見で結構です。） 
１ よく知っている               
２ だいたい知っている                        
３ 聞いたことはある                       
４ 知らない                       
２－２ 生販直接取引のご利用状況についてお聞きします。 
１ 現在利用中               
191 
 
２ 今後利用する予定がある                        
３ 今のところ利用する予定はない                       




１ ウォルマート(Wal－mart)               
２ カルフール(Carrefour)                        
３ 華潤万家(CR Vanguard)                        
４ メトロ(Metro AG)    
５ 他のスーパー（           ）       
問３  コールドチェーンについてお聞きします。        
３－１ 貴社は農産物の常温倉庫と冷蔵倉庫を持っていますか。 
１ 常温倉庫があり、冷蔵倉庫がない               
２ 常温倉庫と冷蔵倉庫両方ある                        
３ 常温倉庫も冷蔵倉庫もない 
４ 常温倉庫も冷蔵倉庫もないが、今後利用する予定がある               
３－２ 貴社は農産物輸送用の普通のトラックと温度管理できるトラックを持っていますか。 
１ 普通のトラックがあり、温度管理できるトラックを持っていない               
２ 普通のトラックと温度管理できるトラック両方ある                       
３ 普通のトラックも温度管理できるトラックもない 
４ 普通のトラックも温度管理できるトラックもないが、今後利用する予定がある     
３－３ 貴社のコールドチェーンのご利用状況についてお聞きします。 
１ 今後取り組むことが必要だと考えている               
２ あまり必要だと考えていない                        
３ 必要だと考えているができない（理由：                ）                       









100% 50%以上 50%未満 
第 1 位の品目名     
第 2 位の品目名     







問４  トレーサビリティの利用状況などについてお聞きします。        
４－１ 貴社では、トレーサビリティのことをどの程度ご存知でしょうか。（ご記入者の私見で結構です。） 
１ よく知っている               
２ だいたい知っている                        
３ 聞いたことはある                       
４ 知らない                       
４－２ トレーサビリティのご利用状況についてお聞きします。 
１ 今後取り組むことが必要だと考えている               
２ あまり必要だと考えていない                        
３ 必要だと考えているができない（理由：                ）                       









100% 50%以上 50%未満 
第 1 位の品目名     
第 2 位の品目名     







山東省 福建省 海南省 広東省 天津市 広西省 湖南省 その他 
第 1 位の品目         
第 2 位の品目         
第 3 位の品目         















問５  農産物物流園区の利用状況などについてお聞きします。        
５－１ 貴社では、農産物物流園区のことをどの程度ご存知でしょうか。（ご記入者の私見で結構です。） 
１ よく知っている               
２ だいたい知っている                        
３ 聞いたことはある                       
４ 知らない        
５－２ 貴社の農産物物流園区のご利用状況についてお聞きします。 
１ 今後取り組むことが必要だと考えている               
２ あまり必要だと考えていない                        
３ 必要だと考えているができない（理由：                ）                       
４ 必要だと考えていない理由がある（理由：                ） 
５－３ 貴社では、農産物物流園区の仕組みをどのように評価していますか、具体的にお書きください。（例
えば、入園の手続きが面倒、入園のコストが高い、政府の政策が複雑で分かりにくいなど） 
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